
地球環境史のなかでの農業 : 農業技術開発研究会

言語: ja

出版者: 

公開日: 2013-02-25

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 池谷, 和信

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10502/4821URL



農業技術開発研究会 o

地球環境史のなかでの農業

池 谷 和 信*

　座長(八 木)本 日の2番 目は 「地球環境

史のなかでの農業」と題しまして,国 立民族

学博物館民族社会研究部教授の池谷和信先生

にご講演をお願いしてお ります。

話 題 提 供

池谷　私は,理 学部の

地球科学(地 学)の 出

身で,地 球全体をとら

える中で,特 に人間活

動の側から地球の動向

を把握 しようとする,

人類学や地理学の視角

か ら研究をしてきまし
池谷　和信　氏

た。 なかで も私 が一番 興 味 を持 って いる の

は,農 耕 を導入 しない人た ちが現在 で もまだ

地球上 に暮 らしている とい うことです。一体

なぜ人類の一部は農耕 を導入 しないので しょ

うか。人類の歴 史をみてみ ると農耕 以前(ビ

フォー ・ファー ミング)の 時代が99%以 上 を

占めていた ことか ら,ア フリカの狩猟採集民

の研究 などを通 して,農 耕以前の時代 の暮 ら

しの「豊か さ」がいわれています。農耕 が入 っ

た こ とによ って,一 体 どの よ うに社会 が変

わったので しょうか。

　私 は,こ れ まで農耕以前の生業である狩猟

*い けや　かずのぶ

　 国立民族学博物館民族社会研究部教授 ・総合研

　 究大学院大学文化科学研究科教授

や採集 の人間生態学 的研 究 を して きま した。

まず,日 本 ではプロの山菜採 りに弟子入 りし

て,日 本 の山の 中で人間 と自然,あ るいは林

産物 の生 産について,か な り奥深 い文化 な り

経済 が息づ い てい る こ とを明 らか に しま し

た。その成果 は,「 山菜採 りの社会誌』(東 北

大学出版会,2003年)と して刊行 されていま

す。その後,ア フリカでの海外調査 の機会 に

恵 まれて,こ こ20年 あ ま りカラハ リ砂漠 の狩

猟採 集民 の狩猟活動 などに焦点 を当てた研究

をしてい ます。

　 さて,先 ほ ど(西 尾 さんの方 か ら)日 本 の

農業は非循環資源の利用である とか,海 外資

源依存型 である とか,食 料 の大量消 費を前提

に している との話 があ りま した。 それか ら,

これか らの 日本 の循環型農業の中心 は畜産 で

あ るとい うこ ともい われ ました。私 の今 日の

話 は,日 本の事例で はあ りませ んが資源循環

型であ り,あ まりお金のかか らない農業 を示

します。だか らとい って,へ き地にあ り孤立

してい るわけではな く,現 在の資本主義経済

に きっち り乗 りなが らや って い く農業 です。

特 に畜産は私が 中心 に してい るテーマで もあ

り,循 環型の畜産 を紹介 します。

　 この家 畜 は何 か分 か りますか(写 真1)。

これ はブタです。 これがバ ングラデ シュにお

けるブタの遊牧 です。私 は「もう1つ の養豚」

と言 ってい ます。 そ こで は,あ る飼 育者 が,

外部か ら購 入 された資源 を利用せず に,い ろ

い ろ な 自然 資源利用 を組 み合 わせ て お よそ
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1.3つ の研 究視 点

写真1　 バングラデシュの都市と家畜

1,000頭 の ブ タを飼 ってい ます。部分 的に は

ゴミ捨 て場 で も放牧利用 されます。 また,現

在,500万 頭の ラ クダが北東 ア フリカの ソマ

リラ ン ドを中心 に飼われています。 グローバ

ル経済 の中で,ソ マ リラン ド中心部の ソマ リ

アは無政府状態が続いてい ますが,こ れ らの

地域で の経済活動は活発 であ ります。

　 このようにバ ングラデ シュや北東 アフリカ

な どは 日本か ら遠い世 界ですが,同 じ地球の

中で同時代人が考え生 きていることを学ぶ こ

とで,今 後の21世 紀の 日本農業 について考え

るヒ ン トが与 えられた らと思 っています。

　 なお,最 近,『 地球環境史 か らの問い』(岩

波書 店,2009年)と い う本 を編 集 しま した。

ます ます細分化 されている人文社会科学の分

野 を,特 に狩猟採 集農耕牧畜 な どの生業 を中

心 に大 き く統 合で きないか,地 球環境史の新

たな構 築 をかかげ ました。最初のたた き台 を

作 った とい うところですか ら,体 系化の点で

は まだ まだい ろい ろ問題 はあ ります。 しか

し,従 来の理学系 の地球の歴史 としての地球

環境史ではな く,人 類 の活動,い わゆるホモ

サ ピエ ンスに よる地球環境史 を新たに構想 し

てい るのです。

　 日本 の農業 は,農 産,園 芸,畜 産 とに分か

れてい ますが,途 上国では三者 の複合が多い

のです。 日本の場合は どん どん分化 してい ま

すが,世 界 的に見 ると複合 が多 い とい う点 を

考えたい と思い ます。

　 以下,私 の研究 には3つ の視点が あ ります。

まず,「人類 史の視点」です。現在 か ら見 ると

工 業 よ り農業,農 業 よ り狩猟採集 の方が遅れ

てい る とい う ような発展段 階論 が あ ります

が,農 業以前か ら見 るとき,農 業が どう見 え

るかが非常 に重要 な視点だ と思 います。

　 2つ 目の 「地球の視点」です。私た ちのイ

メージす る地球 は,例 えば 日本が 中心であっ

た り,日 本 と欧米のみであった りします。途

上 国 も,例 えばア フ リカ地域,東 南 アジア,

南 アジア,西 アジア,イ スラム圏あ るいは南

米 な ど多様であ り,地 球 の視点 をもつ ことは

なかなか難 しい ものです。 しか し,こ の視点

を持 つ こ とで,人 類 が どの ような資源利用,

農業利用のパ ター ンを生 み出 してきたか とい

う,人 類の知恵 を発掘す るこ とがで きるか と

思 います。欧米が中心 になって しまうと,ほ

かの地域 を低 く見て しまいます。そ うではな

くて,ホ モサ ピエ ンスが アフ リカか ら出た と

きには1つ の言語 だ といわれ てい ます。それ

が8,000に 分か れて,い ろい ろな言語 が生 ま

れ て きま したが,そ の文化的多様性 を取 り込

み なが ら,す べての地域 を平等 にみたい と考

えてい ます。

　 3つ 目は,「地域文化の視 点」です。 これは

人類学や地理 学が得意 とす るところで,先 ほ

ども(西 尾 さんが)地 域農業 と言われ ました

が,世 界各地には様 々な農耕家畜文化複合

がみ られ ます。同時に,経 済面以外 の消 費 と

か,技 術 とか,儀 礼 とか,世 界観 とのかかわ

りで とらえて,農 業 を位置付 けることが重要
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図2　 人類の歴史と農業

図1　 「地理学・人類学」と「獣医学・畜産学」との対話
国 連 人 口部 　作 成

http://www.un.org/esa/population/unpoP.htm

である と考 えます。

　 これまで農学系の先生 と何 度か共 同で現地

調査 を して きま したが,ま った く見 る観点が

違 うのです(図1)。 例 えばバ ングラデ シュ

に一緒 に調査 に行 きましたが,家 畜遺伝学 の

先生は,い きな りブタに飛びついて血 を取 り

出します。 それを見 たときに,人 間には興 味

が ないのか と思 って唖然 としま した。私 は,

逆 にキ ャンプに住 み込 んで,人 間の側 か ら見

てい くので,ブ タは後 回 しになるのです。 こ

のようにどの視 点が よい,悪 いのか とい う問

題で はな くて,や は り会話や対話が大事だ と

思 います。分野 を超える となか なか会話 にな

らない点 は,私 も同感です。そ れぞれの分野

か ら少 し自分 を逸脱 しなが ら,人 間 と家畜,

人間 と栽培植物,そ れぞれのアプローチ に敬

意 を表 して,自 分のポ ジシ ョンを捜 してい く

必要がある と思 ってい ます。

2.人 類の歴史と地球の農業

　20世 紀後半か ら21世 紀 にか けて,地 球 の人

口増加が進んでい ます(図2)。 そ して,日 本

の農業だけが良ければ よい とい うのではな く

て,世 界の中での 日本農業の位置,特 に人口

が増 えてい る途上国の農業 問題 ・食糧問題 を

どうす るのか と併せて,日 本 の農業のあ り方

を位置付 けることか ら地球 の農業 のあ り方 を

考える ことがで きます。

　人類 史 を考 えるときに,ホ モサ ピエ ンスが

私 たち の人類 の先 祖 で ある といわ れて い ま

す。数万年 ぐらい前 に,ア フリカか ら外 に出

て世界各地 に拡 散 しました。農業 以前 の時代

は長いのです。 この時代 の研 究 は,骨 の研 究

とか,DNAの 研究 とか,い ろいろあ るのです

が,私 は現 存する狩猟採集 民か ら,こ の時代

を見てい ます。 その後,世 界の ある地域 にお

いて農耕が生 まれ ました。世界の農耕の起源

は,日 本や欧米が 中心 ではあ りませ ん。それ

ら以外の地域の農耕文化 の知識が世界 の農業

文化 として大 き比重 を占めてい ます。 このた

め,欧 米や 日本 に地域 を限定 して農耕 文化 を

議論す ることは,大 変危険であると思 います。

　 これ は,大 航海時代 の始 まるまえの1500年

頃の世界の土地利 用 を示 してい ます(図3)。

旧大 陸 であるアフロユ ー ラシアの大 部分 は,

農耕や牧畜 におおわれてい ます。1500年 ごろ

までに,ど うして農耕や牧畜が拡大 して きたの

か。 しか し,ど うして狩猟採 集も残 っているの

か。これは欧米 による植民 地 化以 前 の時代,

コロンブス以前になりますが,そ の時代 は極北

とか砂 漠に狩猟採集が残 ってい るのは,農 耕

が不 可能 な地帯 なので当然 としても,東 南 ア

ジアやアフリカにも狩猟採集が生 きてい ます。

　 世界 的に見た ときに農耕 のあ り方,農 業 の

あ り方 を どう見 るのか。例 えば極北 な どの北
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図3　 1500年頃の世界の土地利用

・自然保護思想の世界的普及 → 自然保護地域の増大

　 　 　 　 (世界の陸地の約10%が 自然保護区)
・自然と人間との二分法(＝ イエローストーンモデル)の世 界的普及

図4　 1997年における自然保護地域の分布

極 海に面す る ところで も家畜飼育や畜産があ

ります。砂漠地帯で も畜産があるので,世 界

的に農業が時代 を支配 して きた時代 にな りま

す。 その中で狩猟採集民はぽつ んぽつん とし

か存在 してい ないのですが,な ぜ彼 らが農耕

を導入 しなか ったのかは,い まだに答 えが分

かっていません。

　現在,地 球全体の地表の土地利用 を見てい

て,一 番気 になるのは,自 然保護地域が急激

に拡 大 してい るこ とです(図4)。 農業 が拡

大 した り,牧 畜が拡 大す る時代 で はな くて,

現在 は自然保護区が広がっています。 自然保

護地域の 中は非農業地域 になるので,農 業が

で きな くなってい ます。家畜 の放牧 も同 じで

す。 その面積 は,97年 には地表 の7%ぐ らい

だつたのが,2000年 代 になって10%を 超 えて,

現在 は12～13%に なっています。 これか らも

自然保護地域が増えていつて,人 間は狭 い と

ころで一体 どの ように生 きてい くのか,人 口

稠密地域 での農業戦略 を考 えなけれ ばならな

くなる と思 います。

　 その一方で,家 畜や栽培植物 も大事ですが,

農業 も生 き物 を扱っているので,野 生動植物

全 体 と人 との共 生 を考 えな ければ な りませ

ん。現在 はペ ッ トや観 賞植物の 問題 も含めて

トー タルに見 た人類史 とい うか,地 球像が必

要です。野生動物の獣 害問題 は世界的 にある

農作物 の害です。

3.途 上国の地域農業文化

　私が これか らお話 しする ところは,最 初 に

ア フリカの南部のボ ツワナ(園 芸)の 話 をし

て,つ ぎにケニアのソマ リラン ド(畜 産),さ

らにバ ングラデ シュ(畜 産 ・農産)の ブ タの

遊牧 の話 を します。

(1)ボ ツワナのスイ力栽培(園 芸)と

　農牧複合

　 ボツワナは,世 界のスイカの起源地の可能

性が高 く,こ こか ら日本にスイカが伝 わって

きた とい われてい ます 。実際 にボツワナのカ
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写真2　 ボツワナの野生スイカ

ラハ リ砂漠 に行 くと,数 多 くの野生 のスイカ

を見つ け るこ とがで きます(写 真2)。 砂 漠

とい うと,日 本の感覚では植物 はあま り多 く

ない と思 われが ちですが,野 生 スイカが高密

度に 自生 してお り資源の豊かな ところです。

　 野生 ス イ カは 日本 のス イ カ よ り小 粒 です

が,栽 培 スイカの原点ではないか と思 ってい

ます。 人び とは,野 生スイ カは採集 して,倉

庫 の ような ところに貯蔵 します。 なぜ貯蔵す

るか と言えば,ス イカは砂漠 の水瓶 だか らで

す。スイカか ら水 に変 える技術が現地 にあ り

ます。 これは現地で発明 された と思 うのです

が,薪 の灰 を中に入れ ます。薪 の灰 を入れ熱

します ので,果 肉が どん どん溶 けます。果 肉

が水 になってい くと,ス イカ1個 か ら350m1

の水 がで きます。 この ようにスイカ とい って

も,必 ず しも日本のス イカの常識が世界 に通

用 しないこ とを知 ることは大事 ではないか と

思い ます。

　 日本 にないと言 えば,焼 きス イカ(写 真3)

があ ります。 スイカを焼 いて食べ るや り方で

す。 スイカ鍋(写 真4)も あ りまして,調 理

法 も非常 に多様です。生で食べ るだけで はな

くて,冬 の寒 い ときに焼 きスイカを食べ た り,

スイ カ鍋 にはさ らに肉や トウモロコシを入れ

た り,そ ういう組み合わせ で利用 します。 ま

た,野 生 スイカの水で体 を洗 った り,野 生ス

イ カの種 は石 けん代わ りにな ります。種 を臼

写真3　 焼きスイカ 写真4　 スイ力鍋

でつぶ した後 に口の中 に入れて,少 し唾 液が

混 じったのを少 し手で もんでか ら,体 をこす

ると割 と体 のアカが取れ るのです。

　 栽培 ス イ カのそ れぞれ に名 前が付 いて い

て,総 称 は 「ターギ」 といわれてい ます。在

来種 のほか に,近 年い わゆ るFl種 が 入 って

きていて,在 来種 とF1種 の 間の葛藤 が見 ら

れてい ます。 ただ,大 事 な点 は,人 び とはF1

種 の種 を毎年買 わなければ な りませ ん。 そ う

い う点で,現 地 の中で はF1種 を買 えな い人

もいて,在 来種が非常 に重要です。 ちなみに

F1は 台湾か ら入 って きてい ます。

　 スイカ畑 には,獣 害 を駆除するための柵 を

作 ります。 中にスイカを作 つて,ト ウモロ コ

シや豆類 も栽培 され る混作型の農業 が行 われ

てい ます。獣害防除のため に畑 の周 囲に穴を

掘 ることもあ ります。そ して,実 際の栽培 ス

イカの収穫量 は,乾 燥 地特有の降水量変動 な

どと対応 して変動があ ります。 日本 のスイカ

は糖分 が中心 なのですが,現 地のスイ カを調

べ る とカ リウム とか,ナ トリウム とか,ほ か

の成分 が入 っています。 日本の場合 は完全 に

果物 に特化 して きま したが,現 地ではいろい

ろな栄養源 に もなってい ます。

　 実際 にスイ カを1年 以上貯蔵す る場合 は,

スイ カを天 日乾燥(写 真5)さ せ てか ら利用

する こともあ ります。 また,も う1つ 大事 な

点は,い わゆるアフリカの乾燥 地の農耕 の特
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写真5　 栽培スイカの天日乾燥

徴をそなえている点です。野生および栽培ス

イカがヤギの餌にもなるなど,常 に農耕と家

畜飼育 とが組み合わさっています。

(2)ケ ニア,ソ マ リラン ドのラクダ

　遊牧 ・交易複合(畜 産)

　次 に畜 産 の話 です。世 界 の ラク ダ頭 数 は

700万 頭 とも言 われ てお り,ソ マ リラ ン ドで

500万 頭 以上飼 って いて世 界一です。 そ こで

は,ど うい う畜産 システムが あるのか,乾 燥

地への人の適応 を考える際に も無視で きない

課題 です。現在,海 賊 といわれる人たちがい

わゆるソマ リ人の一部ですが,大 多数 は遊牧

に交易 を加 えた農耕 システムが広 く見 られ ま

す。

　新 聞な どでは,ソ マ リラン ド内での海賊 と

か,日 本 人が拉致 された ことが有名 です。 ソ

マ リ人 は約1,000万 人の人口が いて,ソ マ リ

語 を話 し,そ してイスラームを信仰 しています。

私 たちか ら見 る と不毛な砂漠地帯 ですが,そ

れぞれの価値観があ り,文 化が大 きく異 なる

ので,彼 らの価値観で見る と,必 ず しも不毛

ではあ りませ ん。牧畜が中心 です。先 ほどの

海 賊 とい うのは牧畜 に従事 していた人 とか,

漁業従事者が転換 しているので,セ ッ トとし

て ソマ リラン ドを考 えてい ます。 ちなみ に,

ソマ リアの中の調査 は難 しいので,ソ マ リア

と国境 を接す るケニア北東 州にて調査 ・研 究

をすす めてい ます(図5)。

　 ソマ リラ ン ドは,こ の地域 のソマ リの人た

ちの土地 をフラ ンス とイギ リス とイタリア と

エチ オピアによって,1900年 前後 に分裂 され

ま した。現在 も,特 に ソマ リアは無政府状態

で非常 に治安が不安定な地域 です。

*ソ マリランド:

ソマリの人びとの暮らす地域

ソマリ人:約1000万 人 。

言 語(ソ マリ語),

文 化(イ スラームを信 仰)

居 住 地… 「不毛な砂漠地帯 」

経 済… …牧畜が 中心

調査地

図5　 ソマリラン ドの位置

一18一

農 業 　 1533号 　 2010.5



写真6　 ラクダミルクはパワーの源泉 写真7　 女性によるミルク販売

　私な どが非常 に興味があ る点は,治 安が悪

い とか国家体制が非常 に弱 くて も,経 済活動

は活発 であ り,な かで も家畜飼育が非常 に元

気である ことです。彼 らは 自分で商業 システ

ムのネ ッ トワークを作 って,輸 出 もしていま

す。 ラク ダの飼 い方 は,日 本か ら見 る と非常

にプ リミテ ィブな飼 い方に見えて しまうの で

すが,実 際 彼 らは水や餌 にあ まりコス トを

かけてい ませ ん。深 さ数メー トルの穴 を掘 っ

て,ラ クダに水 を与 えます。

　 ラクダを飼 うのは,母 ラクダか らミルクを

取るためです。 ミル クを取 るには,ラ クダの

子 どもを人質 に して,子 どもに母親 の ミルク

をすべ て飲 まさせ ない ようにします。 そのた

めに,夜 の間は母 と子 を分離 してお き,母 親

に乳 がた まってか ら,少 し飲 ませ た後,人 問

が分離 して ミルク を取 ります(写 真6)。 そ

れは牧畜 による1つ の技術 革命 である とい わ

れてい ます。そ の後,女 性 に よる ミルク販売

(写真7)が あ ります。 ミルクの流通は,車 に

乗せ て町に行 って,消 費 され ます。 同時 にウ

シの市場や ウシを運ぶ もの もあ ります し,ラ

クダを屠殺 し肉が市内で消 費 されますが,肉

の加工 もあ ります。

　同時にラクダは,中 東世界 を中心 に肉が消

費 され てお り,そ れが 国 際的 な流通 ネ ッ ト

ワー クを作 って い ます。サ ウ ジ ア ラ ビ ア,

UAE,リ ビア,エ ジプ トの カイロに,ラ クダ

が陸路 と船 を使 って移入 され ます。 ソマ リア

の ラ クダ もケニ アを経 由 してモ ンバサ か ら

入 ってお り,非 常 に活発 な流通 ネッ トワーク

がで きているこ とが,明 らかになってい ます。

　 しか し,現 在,彼 らの伝統 的な放牧 地は外

部か らの資源 開発 によって影響 を受 けてい ま

す。例 えば2007年4月 に,エ チオ ピアのソマ

リ人地域 では,油 田開発 をしようとしていた

中国 の政府系 機関 に約200人 の武装 集団が乱

入 して,中 国人や現地職員が殺 害 され ました。

ソマ リラン ドの人た ちは自分 たちの土地 の利

用権 を主 張 してお り、 「勝手 にお れた ちの鉱

物 資源 を取 られた,政 府や企業が搾取 する こ

とは許 さない」 とい うことで,こ の ような事

件 も起 きています。

　 以上 の ように,国 家があ ま り働 かない地域

での農業 システムを考 えるときには,循 環型

とはっ きりは言 えないか もしれ ませ んが,地

域 資源依存型で,国 際的な輸 出,輸 入 も考 え

なが らやるや り方があ るのではないか と思 っ

てい ます。

(3)南 ア ジアJバ ングラデ シ ュの 「遊

　牧 型養豚 」(ブ タ,イ モ,稲 の複合)

　最後 の例 は,南 アジアのバ ングラデ シュで

す。わが国では,ガ ンジス川 と,チ ベ ッ トか
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写真8　 ユーラシアで最も古い形態のブタ(「イノシ

　　　　 シ型」) 写真9　 水田の中のブタの群

ら流れ るブラマ プ トラ川 の分岐点 を含むベ ン

ガルデルタの洪水 とか,サ イクロンの災害が

非常 に有名です。バ ングラデシュの人口は1

億4,000万 人 で,イ ス ラー ム教徒 が90%を 占

め ます。彼 らはブ タを非常 に嫌 っ てい ます。

現 地 に行 くと,ウ シ,水 牛,ヤ ギ,ヒ ッ ジ,

ニワ トリ,ア ヒルの頭 数の統計 はあ りますが,

ブ タの統計 はあ りませ ん。バ ングラデ シュで

はブタはいない ことになってい ます。そ うい

う点 では,国 内にブ タが何頭 いるかがわかる

だけで も非常 に新 しい知見 にな ります。

　皆 さん になか なか信 じて もらえませ んが,

ブタの群れ を移動 しなが ら飼 つてい ます。 ど

のような場所 を移動す るかが,よ うや く最近

分か って きました。ブ タが収穫後の水 田で飼

養 され るときがあ ります。 このブタはもとも

と群れだ ったのか,単 独 で飼 っていたのかは

わか って いませ ん。 ただ,人 とブタとのかか

わ り方 は興味深 く,牧 夫が音声 を発 し,母 ブ

タに授乳 のため に 「座 れ」 を指示 します が,

餌 を食べたいので嫌 が ります。牧夫 は声 だけ

では無理 なので,杖 で体 を押 して座 らせ ます。

また,1.5月 の子 ブ タが1日5kmも 歩 くこ

とがで きるの には驚 きます。

　現在,こ のブ タの遊牧 には,収 穫後の農地

な ど餌 としての植物 の利用か ら,農 業 との関

係 を無視す ることはで きませ ん。 この ブタは

ユ ー ラシアで最 も古 い形態 の ブ タで,「 イノ

シシ型」といわれ てい ます(写 真8)。 特 に 日

本 のブタと違 うところは,た てがみがあ りま

す。バ ングラデ シュはイスラーム教徒 の国で

す。お よそ千 年 以上 前 に イス ラーム教徒 が

入 ったこ とで,こ の遺伝子が守 られていた可

能性が あるのです。

　 ブ タ の群 れ は どの よ うな 場 所 を移 動 す

　る の?

　牧夫 は,実 際 に季節 に応 じて きめ細やかに

収穫 後の水 田 を使 つてい ます(写 真9)。 利

用す る資源 は,水 が全 くない ときのブ タの飼

い方 や水生環境 がで きる と,そ こに出て きた

雑草 を利用 します。ブ タは,稲 の収穫 の後に

落 ちたモ ミを食べ ます。

　例 えば 日本 で こうい うブ タ飼 いがい て も,

イスラーム教徒 ではないので,あ ま り問題 は

ない と思 い ますが,隣 で イス ラー ム教 徒 が

ジ ャガイモの収穫 をしています。ブタが ライ ン

を越 える と大変 なことにな ります。ブ タは ヒ

ン ドゥー教やキリスト教 の人が飼 つています。

　バ ングラデシュの農耕 システムは非常に複

雑 です。例 えば日本の ように6月 に田植 えが

あるだけで はな くて,1年 中いろいろな とき

に田植 えがあ ります。 そ うす ると,田 植 えの

ときにはブタは入れ ませ んが,隣 では収穫後
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の畑 を利用 してブ タが入 れ られ ます。非常 に

きめ細か い土地利用 に対応 してブタを飼 って

います。 また,先 ほ ど未利用地の話があ りま

したが,バ ングラデ シュでは人 間があ ま り使

わない土地 にブタが入 ります。橋の下 に乾季

の間,ブ タが入ってい ます。

　餌 を調べてい くと,日 本 的に言 うと,農 民

か ら見 てすべて雑草 です。 この雑草の特 に地

下の部分 をブ タが掘 り起 して利用 します。

　雨季の放牧地は,水 が広が るので,な かな

か難 しい ものがあ ります。バ ングラデ シュで

は堤 防が どん どん決壊 します。 日本で言 う洪

水 ですが,島 の ようになってい きます。島に

もブタ飼いがいるのです。 ブタはか な り泳 ぐ

能力があ るので,点 々 とある島か らブタが移

動 して陸へ来 られ ます。 このようにブタの餌

資源利用のあ り方が非常 に くまな く,季 節 と

か微地形 に応 じて考え られてい ます。

　餌 として は,イ モ系 が重要で す。

バ ングラデ シュの水 田地帯 に畦があ って,こ

こに野生の タロイモがあ ります。 日本でい う

サ トイモ で し ょうか。 これが 非常 に重要 で,

地下茎の部分がブ タの重要 な餌 にな ってい ま

す。

　先 ほ ど資源循 環型 の農業が話題 にな りまし

たが,バ ングラデ シュでは,特 に人 口稠密 地

域 ではごみ捨て場の問題 があ りますが,ご み

こそ資源利用 として重要 です。 これ は特 に人

間 も重要です。 ごみの集配人がいて,ビ ニー

ル とか紙 を拾 う仕事 があるのです。

　 ブ タはほかの家畜 と違 って,ご みのすて ら

れた場所 が 非常 に重 要 な資源利用 に な りま

す。 その点で,農 地 とか,さ まざまな資源利

用 を組み合わせて,コ ス トがかか らない シス

テムが 出来上が ってい ます。

　もう1つ の養豚

　ブタが群れを作 るのは日本では非常に珍 し

いようです。子ブタが一緒に寝てお り,ブ タ

の中に親密性があ ります。 ブタをどう管理 し

ているか とい う問題 もあ ります。

　 ブタの 出産率について,母 ブタを全部マー

キ ング して,産 子 数 とか死亡率 を調べ ま した。

キツネ によって死 亡 して いる例 が あ ります。

母 ブタ1頭 当た りの子 ブ タは,10頭 生 まれ る

場合 もある し,3頭 の場合 もあ りますが,大

体6頭 ぐらいの子 ブ タを生 んで います。人間

が生 まれたばか りの子 ブ タの数が少 ない場合

には,他 の子ブ タを トラ ンスフ ァー して,5

～6頭 に します。そ うい う技術があ って,非

常 に安定的 な飼育につなが っています。

　 同時 に,1腹 当た りの出産数 は 日本の ブタ

の方がず っと上で10.5で す。バ ングラデ シュ

のそれ は5.9と 低 い のです。 しか し,日 本 の

ブ タと比較 して も,必 ず しも死亡率 は高 くは

あ りませ ん。

　私が 「もう1つ の養豚」と言 ってい るの は,

養豚 業で はブ タを生産 して流 通 させ ますが,

ここでの飼い方 としては,お 金で買 うような

飼料 を使 わず に,自 然 資源 を利 用 しなが ら,

生産効率 も決 して悪 くはない と考 えてい るか

らです。

　 ブタのたてがみ部分 はブラシ用 に販売 され

ています。携帯電話 を使 って,明 日何頭 ブタ

を出す とか,そ うい うシステムが あ ります。

実際,新 型 インフルエ ンザ の影響が あ りま し

た。新型 イ ンフルエ ンザ に よって放 牧地 を

失 ってい る例がみ られます。それ によって ブ

タの売上が下がったのですが,2010年1月 調

査 に行 きま した ら戻 っていて,少 し安心 した

ところです。

　 ブタ群が どこにいるかをバ ングラデシュ中

で調べ て います 。相 当 な数が い るの ですが,

まだまだ全貌 は分かっていませ ん。バ ングラ

デシュの資源利用 システム として,こ れ まで

紹介 しま したが,非 常 に広 い範 囲の生産 ・流

通 ネ ッ トワー クについては,ま だ分か つてい

ませ ん。
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4.農 業か らみた地球文 明のあ

　　 り方

(1)地 球 の生 き物 と人 との共生のあ

　 り方

　 人類学あ るいは地理学の視点か ら,農 業か

ら見た地球文明のあ り方 を,3つ の点か らま

とめ ます。

　 1つ 目の点 は,一 番最 初 に触 れ ましたが,

地球の生 き物 とい う発想が非常に大事 ではな

いか とい うこ とです。 これ は野生生物 とか,

家畜 もそ うですが,人 間と動物 との共生 のあ

り方が今 す ごく問われてい ます。今,世 界 の

自然 保護 区 の面積 が どん どん拡大 してい ま

す。農地に利用 した くて も,農 業 とか,ほ か

の経済的な活動 に比べて,自 然保護思想 の方

が 強い のです。野 生動 物 を どの よ うに生か

し,農 業 も成 り立つ,ど うい うシステムを作

るのか。世界 で獣害 と農業の問題 が非常 に重

要なテーマになって きてい ます。

　例 えば,私 は 日本の岩手県遠 野盆地 での ク

マに よる農作物 の被害 を3つ の段 階でみて い

ます(図6)。 ち ょっ との害 の ときは クリ,カ

キ,か な り厳 しい ときにはリンゴ,ト ウモ ロ

コシ,本 当に厳 しい害 は稲 まで来る とい うも

のです。 かつ て人 間にとって クリやカキはク

マが食べ て もいい もので した。 いつ しか少 し

で も取 られる と害 とい う形で,人 間の側の害

に対す る評価が変わ って きました。現在,農

作物 とクマが どう両立す るかは非常 に重要 な

課題 になっています。

　世界 的に見 てい くと,日 本の例 はサ ルが人

間の ところにや って きますが,イ ン ドネシア

の場合 は畑 にゾウが入って きます。 アフ リカ

では家畜 の ところにライオ ンが きます。特 に

今 はゾウの害が被害額 としては一番大 きい と

図6　 3つ の段階と農作物の被害

図7　 アフロ ・ユーラシアにおける家畜

いわれています。 日本の農業 との共存事例 は

世界に発信 で きる もの と思い ますが,獣 害 は

日本で も厄介 になっていて,な かなか解決す

ることがで きませ ん。

(2)人 の移動 と農業形態

　 2番 目は在来種 と外 来種 のかか わ り方で

す。ス イカの話 で,外 来種 に よつて生産性が

向上する ことは確か によい ことですが,ス イ

カやブ タの事例 のように在 来 と外来 の多様性

の両立が不可欠 ではないか と思います。確か

に,従 来の欧米型の農業は,産 業 としては重

要ですが,文 化 として農業 を考えるこ とがあ

ま りなかったの ではないで しょうか。

　仏教 なのか,ヒ ンドゥー教 なのか,イ スラー

ム教 なのか,時 代 に よつ て家畜 の価値 が変

わ って きます。先 ほ どの在 来 ブ タは,イ ス
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ラーム教が拡散 してか らブ タを蔑視 しが ちで

すが,ヒ ン ドゥー教時代 の 「イ ノシシ型」の

ブタが現在 まで生 きてい ると考 えてい ます。

舎飼 が古 いのか,遊 牧が古 いのか。 これ は非

常 に難 しいテーマ です が,ベ ンガル系 とか,

チベ ッ ト系 とか,い ろいろな民族 の移動が あ

りました。 その中で農業 システムが決 まって

くるので,こ うい う大 きな民族移動 の歴史 も

考えて,農 業 システム を考える必要があ りま

す(図7)。

(3)「 崩壊 国家」と農耕 民 ・牧 畜民

　「ソマリ型」社会の豊かさ

　恐 らくマ スコ ミである とか,一 般的 に政治

学の先生が言 うと,国 家がない と崩壊国家で

あ り,あ ま り望 ましい姿ではないこ とにな り

ます。近代 国家,特 にアメ リカを中心 とした

中東 に対す る見方,近 代 国家 と市民社会の形

成 とい う国家の中で考えた ときには,ソ マ リ

の ラク ダ飼 育 な どはあ ま り重要 で は ないで

しょう。

　 ただ,私 が考えているのは,ソ マ リ社会の

「豊か さ」です。国家や 資本 に頼 らない農 業

を考 える ときに,循 環型 で,地 球資源 に制約

があるこ とを考える と,す べ てが 日本型,あ

るいは欧米型の国家 で生存 で きるとも思 えま

せ ん。 その辺の多様性 を理解す ることが,日

本 にす ぐに応用は利 きませ んが,大 切で はな

いか と思い ます。

　 21世 紀型 の乾燥 地文明の ような形 があった

ときに,ソ マ リラン ドの ようなところには牧畜

や海賊 とい う形で都市 の商業民 は必ず います

し,難 民キ ャンプがあって,さ らには世界各国

に人 が散 らば って い ます。 これ らが ネ ッ ト

ワーク構造 で緊密につなが っているのです。

5.ま と め

ます ます人口が増加 している地球の中で,

農業からみた地球文明のあり方

1)地 球の生き物と人との共生のあり方 世界の獣害と農業

　 　 「多様性の維持が重要」

　 　 　 　例 もうひとつのスイカ栽培や養豚

2)人 の移動と農業形態 在来と外来

　 　 「熱帯湿潤地域,人 口棚密地域の遊牧の存在」

　 　 栽培植物・家畜を通して新たな資源開発の方法

3)「 崩壊国家」と農民 ・牧民 「ソマリ型」社会の豊かさ

　 　 「国家や資本 に頼らない農業」

　 　 　 　 例 ラクダの牧 畜社会

」

いか に人問が生 きるか を考 えた場合,日 本農

業の形 とい うこ とも非常 に大事 です が,世 界

の中で 日本の農業 をどの ように位置付 けるの

か,多 様性 を どう生かすのかが大事 だ と考 え

てい ます。在来種 と外来種 をどの ように生か

すのか。 日本 の養豚の形がすべ て正 しい方 向

を示す とい うこ とではな くて,い ろいろな養

豚 の形が あ ります。そ うい う点では,地 域的

多様性 の中で農業 システム を考える必要 があ

る と思 います。同時 に,野 生生物 との共存 と

い う点 で,世 界の獣 害問題があ ります。 その

中で農業が生 き残 ってい くには,野 生動物 と

どう付 き合 うか とい う論点 も非常 に重要 では

ないか と思 います。

　 2番 目は,現 在の農業 を考える と,過 去の

歴 史は どうなのか,人 間の移動 の歴 史や農業

形態 は,人 類史か ら,あ るいは近 ・現代 史 と

か,い ろい ろな時間軸で考える必要が ある と

い う点 で,歴 史軸の中で考えるこ とが1つ 大

事 ではないか と思い ます 。

　最後 は,こ れはナ ンセ ンスな話か もしれませ

んが,私 が現地に行つて,日 本の農民やソマリ

牧 畜民 を見た ときに,国 家 や資本 に頼 らない

人 たちのた くましさを非常 に強 く感 じてきまし

た。 ソマ リの人 は 日本 的に見 ると劣 った形 に

見 られ るか もしれませ んが,世 界経 済の 中で

独 自の流通 チャンネルを作 りなが ら生 きてい

ます。 もう1つ の豊かさと言った ら変か もしれ

ませ んが,そ のようなものを提 示 しています。
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